
授業形態 単位数

ディプロマポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 重点項目

合計

0

100

0

0

《内容３》 《経験年数３》

《内容４》 《経験年数４》

100

《内容１》　臨床心理士 《経験年数１》　10年

《内容２》 《経験年数２》

担当教員の実務経験の内容（内容・経験年数を記載）

あり

幼児教育DP(4)

幼児教育DP(2)
60 0 20 20

幼児教育DP(3)

○

評価方法／ディプロマポリシー
定期試験

クイズ
小テスト

提出課題
(レポート含む)

その他

DP(1)

DP(2)

DP(3)

DP(4)

幼児教育の学びを通して多様な社会に対応できるような豊かな人間性を養い、人との関わ
りの中で自己の考えを的確に表現するとともに、他者の意見を尊重し良好な信頼関係を築
いていくことができる。

学生一人ひとりが、演習、実習などを通して様々な課題に取り組み解決する学修経験を重
ねることで、その場に応じた活用力が身についている。

優れた専門知識や技能を修得し、他者と協調・協働し、社会の一員として、保育・幼児教
育の分野において貢献できる使命感、倫理観、責任感、実践力を身につけている。

建学の精神と設立の理念を基に、基礎知識を修め、子ども・保護者・地域住民に信頼さ
れ、多様な文化に対応できる幅広い教養が身についている。

科目名称：
担当者名：

区分
専門教育科目

授業の達成目標・到達目標

講義 2

保育の心理学
柴田　英登

授業の目的・テーマ

幼児教育学科

①子どもの発達の特徴や発達段階について知り、具体例と理論を関連づけられるようにする。
②事例やエピソードから、理解できたことや具体的な援助方法を自分の言葉で説明できるようにする。

幼児教育DP(1)

保育の専門家として子どもと接する時、そのかかわりには「保育者としての意図」があるべきです。目の前の「かわい
い」「子どもが好き」を越えて、子どもの様子からその背景を理解しようとしたり、自分の関わりが子どもに与えうる
影響を考えたりできるようになるためには、頭の中に参照できる材料として心理学的知見が必要となります。理論や法
則を土台に、具体的なエピソードも交えることで、子どもへの多面的な理解を目指します。

実務経験のある教員の担当



事前事後学修時間（分）

第１回 20分

第２回 20分

第３回 20分

第４回 20分

第５回 20分

第６回 20分

第７回 20分

第８回 90分

第９回 20分

第10回 20分

第11回 20分

第12回 20分

第13回 20分

第14回 20分

第15回 20分

60%で評価する。 その他の評価配分は、以下のとおりである。

語彙が不足しており、
出来事に対する説明が
困難である

授業の内容・計画

成績評価の方法・基準

課題に対してのフィードバック

生涯発達という捉え方（２）援助

個性と発達障害

子どもの発達と環境
教科書p１２〜１３の遺伝説と環境説を
把握しておく

　事前事後学修時間については、受講するにあたっての最低限の目安を明記したが、単位取得のためには原則として授業時
間と事前事後学修を含め短期大学設置基準で規定された学修時間が必要である。
 また、事前事後学修としては、教科書を読んだ上で基本的な事項について調べておくことになる。

言語の発達
自分が言葉を使用することのメリットを
２つ挙げられるようにしておく

事前事後学修の内容

教科書・参考書

感情の発達
教科書p３４〜３５の青年期の章を読ん
でおく

ガイダンスおよび性格検査体験 教科書p２〜１０までを読んでおく

知覚と認知の発達（錯視に関する演習）
教科書p４１〜４５を読んで、運動面と心理面
の発達の方向について把握しておく

身体機能の発達
教科書p４１〜４５を読んで、運動面と心理面
の発達の方向について把握しておく

人とのかかわりあい
教科書p８０からの事例①②③とそれぞ
れの解説を読んでおく

教科書ｐ１２０～１３２を読んでおく

教科書ｐ１３５の表５－１を理解してお
く

中間まとめ これまでの復習をしておく

向社会性について
幼児に見られる向社会的行動を具体的に
２つ挙げられるようにしておく

学習に関する理論①条件づけ学習の基本
教科書p１１２〜１１５を読み、２つの条件づ
け学習の違いを理解しておく

講義で得た知識を適切
な理解で使用すること
ができている

身近な出来事に対し
て、専門知識を使った
説明が可能である

専門知識を活用し、なお
かつ平易な表現への言い
換えも可能である

質問や意見など、講義内
で毎回１回以上の自発的
発言が認められる

学習に関する理論②条件づけ理論を活用した保育
（子どもの行動変容に関するディスカッション）

動機づけと集団の作用

２つの条件づけについて復習しておく

不適切な部分はあるが講
義で得た知識をある程度
使用している

教科書的な出来事に対し
て、専門知識を使った説
明が可能である

知識

表現力・説明力

講義で得た知識同士を
組み合わせた複雑な思
考ができている

講義で得た知識を使用
できず、専門性が乏し
い

第８回の中間試験は第９回で、期末試験は後期「子ども家庭支援の心理学」第１回でそれぞれ返却予定です。毎回の感想提
出に関してもコメントをつけてフィードバックをしますので、授業理解度の参考にしてください。

教科書：「保育の心理学Ⅰ」　小田豊監修　丹羽さがの編著　光生館
参考書：参考資料やプリントは適宜授業内で配布・紹介します

授業への積極的関与（意見や質問、取り組み姿勢など）２０％、提出物（毎回の感想など）２０％

　定期試験は、

学びへの積極性 質問や意見など、講義
内でたびたび自発的発
言が認められる

質問や意見は時々述べ
る程度、あるいは聴く
姿勢がよい

生涯発達という捉え方（１）視点

教科書P１４７〜１４９の青年期の章を
読んでおく

保育場面での「気になる子」とはどんな子ど
もかを、具体的な行動として挙げておく

すばらしい とてもよい よい 要努力評価ルーブリック

講義に対して居眠りや
私語などがたびたび認
められる


